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◇

延納の担保価額の目安

Q ●
● 私は、相続税の延納制度を利用しよう

と考えています。延納の担保は、どの程度の

価額のものを提供すればよいのでしょうか。

J:必要最低限の担保に押さえるという趣

旨から、延納税額と第1回目の利子税の額に

3を乗じた額との合計額が必要担保額の目安

とされています。

【解説】

担保として提供されたものは、延納税額を

完納しなかった場合には、公売されてその代

金が延納税額や利子税額等に充てられること

になっています。

そのため担保は延納税額のほか、加算税、

利子税、延滞税及び担保の処分に要する費用

を十分に担保できる価額のものでなければな

らないこととされています。

この場合、延納税額を含め全期間を通じた

利子税の合計額に相当する担保を徴すること

とすると、かなりの額の担保が必要となりま

す。

しかし、延納を取り消して担保物を処分す

るまでにはおおむね1年程度の期間が見込ま

れ、仮に初回の分納税額から全て滞納となっ

たとしても、上記程度の担保があれば、延納

税額のほか、利子税及び延滞税の額等を確保

できると考えられるため、実務上は、次の算

式により計算した額を目安として、必要担保

額を計算して差し支えないことされています。

延納税額十第1回目の利子税額×3

(性)第1回目の延納期間が1年に満たない場

合には、1年として計算します。
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